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子供の発達障害はこの１０年間で、ADHD は６倍に、学習障害は５倍に、自閉症は３倍に増えていて、少子化が進む中

でも発達障害の子供は増え続けています。また発達障害は「子供の問題」と見なされがちですが、大人になってからの継

続した支援も不可欠です。 私は、乳幼児期から大人までの「切れ目のない支援」が重要であると考えていて、さらに、 

発達障害の家族も含めた支援と、地域の身近な場所で受けられる支援の重要性についても政策を訴えました。 

 

 

【 宮内の質問 】  任意の５歳児発達健診で、受診が必

要なお子さんを確実に受診に繋げる工夫は？ 

【 部長の答弁 】  幼稚園や保育園とも連携をはかり 、

発達障害について気が付きやすい保育士さんとも連携

を強化していく 。  

【 宮内の質問 】  大人の発達障害支援体制は？また、

福祉と教育の垣根をなくした切れ目のない支援のため

に 「 サポート手帳 （ 発達の記録の手帳）」の活用を！ 

【 部長の答弁 】  基幹相談支援センターで相談を受け

ている 。 「 サポート手帳 」 もさらに活用を進めていく 。  

【 宮内の質問 】  国民年金第１号被保険者が出産した

際に、一定期間の国民年金保険料が免除される制度に

ついて周知が足りていないと思うが、対策は？ 

【 部長の答弁 】  「 広報戸田市７月号 」 へ掲載して周

知していく 。また、母子健康手帳の交付時や出産育児

一時金の申請手続きの機会を活用してチラシの配布を

行い、周知をさらに強化する。  

【 宮内の意見 】  該当する全ての方に周知し 、希望す

る全ての方が免除できるようにするべきと考える。  

 

【 宮内の質問 】  埼玉県では 「 難病患者見舞金制度 」

という市町村独自の支援を行う自治体が２ ０以上ある

が、戸田市においては 「 重度障害者等福祉金 」 に難病

支援も含まれている 。制度の名称が分かりにくいので、

もっと分かりやすく市民に周知するべきでは？ 

【 部長の答弁 】  説明項目で 「 難病患者も対象である 」

ということを明記して、今後わかりやすく周知する。  

第５号 

６月議会一般質問 
 

① 「切れ目のない継続した」発達障害 

支援と、家族も含めた支援体制を！ 

 

②国民年金保険料の産前産後期間の 

免 除 制 度 の 周 知 徹 底 を ！ 

 

③ 戸 田 市 に お け る  

難 病 患 者 支 援 に つ い て  
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産 後 ケ ア 座 談 会 国際交流イベントに参加 議 員 レ ガ ッ タ の 練 習 

金野桃子県議と戸田の会とともに、市

内で産後ケアサービスを主催する女

性からお話を聞き、産後ケアの重要性

についてみんなで議論しました。 

市内の国際交流（多言語）イベントに

参加して、戸田市のさらなる国際化や

多文化共生のまちづくり実現のため

に、情報交換を行いました。 

 

ボートのまち戸田市の一員として、

議員レガッタ大会に向けた練習にも

取り組んでいます。ボートの魅力を

さらに広めていきたいです。 

日々の活動報告 政策を実現していくための視察や、皆さまからご意見をいただいた地

域課題の解決など、現場主義の活動に力を入れてまいります。 

 

「 子 供 の 居 場所 づ く り 」 に ついて関 心があ り 、 議 会 の内 外で活動 し ていま す ！ 

「こどもの居場所づくり交流会」と

いう市内のイベントに参加して、市

民や企業、NPO 法人の方々ととも

に、意見交換を行いました。 

 
常任委員会では大阪

府と神戸市に視察に

行き、子供の貧困や

居場所づくりをテーマ

に意見交換しました。 

交流会では、「戸田っ子をみんなで

育てよう」という目標のもと、「子供

たちを地域全体で見守っていく」た

めに色々な意見を出し合いました。 


